
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デザイン：駿河英太さん 

河童群陳列に寄せて 

石川 朝朗 
 

私が就職した昭和３０年ごろ、郵便記念切手や喫茶店のデザインマッチなどの蒐集
しゅうしゅう

が流行

っていました。何でもやってみたがりの私は当時、新聞や週刊誌のマンガ欄に登場していた

清水崑
し み ず こ ん

氏の「カッパ天国」が気に入り、切り抜きしたり、画集や暖簾
の れ ん

などを集め始めました。 

人間ではないが人間っぽい、あけっぴろげでなんとも明るいカッパの世界が魅力でした。

そんなところが好まれ、受け入れられたのか徐々にブーム化し、どこの観光地へ行っても土

産物店には多種多様なカッパが並び始めました。素材も木から布製、ガラス、竹、やきものと

広がり、単品からカップル、親子のセット物など、つい手が出てしまう珍品が次々と現れま

した。 

旅行の記念にはカッパを買い求め、結構な数になり、並べてひとり満足していた遠い思い

出があります。 

時は流れ、何時しか身の回りを少し整理しなければと思う歳になりました。カッパ達をど

うしたものかと思案していた折、思いがけず図書館で陳列の機会をセットしてくださいまし

た。始末寸前だったカッパ達一同、初舞台のチャンスに感謝しつつ、ワクチン接種を済ませ、

「コロナなんか『屁のカッパ』だ」と大騒ぎしています。時間がありましたらぜひ見てやって

ください。 

（黒川町在住） 

現在展示ケースでは、「河童・カッパ展」を行っています。 

今回コレクションを貸してくださった石川朝朗様からエッセイを頂いたので、紹介させていただきます。 

展示は９月２６日（日）までです！！ 

 

展示終了後、河童の置物などを興味の

ある方にお譲りしたいというご意向ですの

で、ご希望の場合はカウンターまでお声

掛けください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
乳幼児健診（10 ヵ月検診）時に、絵本を開く楽しい体験とともに赤ちゃんに絵

本を手渡す活動として、余市町ブックスタート事業を行っています。そのブック

スタートを終えたお子さんを対象に、年齢にあった絵本選びのコツや手遊びな

どをお伝えして親子の触れ合いをさらに深めるフォローアップ事業を行います！ 

大型絵本「だるまさんが」などを一緒に楽しんでみんなでほっこりしましょう！ 

ぜひご参加ください！ 

   

   

  
  
  

 
いつもとちょっと気分を変えて、図書館の外でおはなし会を開催します。 

ひろ～い空のしたで、大きな絵本や紙芝居を読みますよ。 

一緒にゲームをしながら体を動かして、楽しい時間をすごしましょう！ 

 ①  ②  

 
   

 2  
  

    

   

Twitter  

 
カメラで QR コードを 
読み込むのじゃ！ SNS Twitter

 

 

 
町内にお住まいの方
が対象となります！ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□55歳、大人のまんなか（広瀬裕子） 

□戦争というもの（半藤一利）       

□わたしは銭湯ﾍﾟﾝｷ絵師（田中みずき） 

□遊んで、食べて、癒されてﾀｲ･ﾌﾟｰｹｯﾄへ（鈴木さくらこ） 

□罪を償うということ（美達大和） 

□在宅ひとり死のススメ（上野千鶴子） 

□生きづらさの生き方ガイド（大橋史信/岡本二美代） 

□絵と図でわかるﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ（上藤一郎） 

□京大おどろきのｳｲﾙｽ学講義（宮沢孝幸） 

□結石･胆石「体の石」を自分で防ぐ、治す最善の知恵とｺﾂ 

□くう、ねる、うごく！体メンテ（崎田ミナ） 

□薬剤師が教える子どもから大人まで「飲み続ける

と危険な薬」（宇田川久美子） 

□核のゴミ（古儀君男） 

□着物リメイク 

□上質なﾘﾈﾝで作るｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞﾚｽ＆ｹﾞｽﾄﾄﾞﾚｽ（香田あおい） 

□可憐なｸﾛｯｼｪﾚｰｽ大全集 

□はじめまして韓国ｶﾌｪｽｲｰﾂ（福本美樹） 

□わが家のおいしい梅干し･梅ｼﾛｯﾌﾟ･梅酒のﾚｼﾋﾟ（柳澤由梨） 

□愛すべき地味菓子（yuka*cm） 

□紙の上のﾀｲﾑﾄﾗﾍﾞﾙ（松本典久） 

□一度きりの大泉の話（萩尾望都） 

□世界の美しい民藝（工藝舎） 

□生きがいのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱおもちゃﾄﾞｸﾀｰ（市来歳世彦） 

 
 

 

□六人の嘘つきな大学生（浅倉秋成）    

□要訣（上田秀人） 

□ラ・パティスリー（上田早夕里） 

□武士とジェントルマン（榎田ユウリ） 

□医学のつばさ（海堂尊） 

□インドラネット（桐野夏生） 

□大義（今野敏） 

□俺は絶対探偵に向いてない（さくら剛） 

□モーニング（小路幸也） 

□櫓太鼓がきこえる（鈴村ふみ）      

□あきない世傳 金と銀[11]（高田郁） 

□ぐるり（高橋久美子） 

□なりたくて妖精になったわけじゃない（田中経一） 

□銘酒の真贋（千野隆司） 

□琥珀の夏（辻村深月 

□壊れかた指南（筒井康隆） 

□時効の果て（堂場瞬一） 

□緑陰深きところ（遠田潤子） 

□風は山から吹いている（額賀澪）     

□本心（平野啓一郎） 

□黒牢城（米澤穂信） 

□少しぐらいの嘘は大目に（向田邦子） 

□おじさんはどう生きるか（松任谷正隆） 

□老いる意味（森村誠一） 

 

たゆたえども沈まず／原田マハ 

売れない画家:ゴッホは、パリにいる

画商である弟の家に転がり込んでい

た。そんな二人の前に、浮世絵を売り

さばく日本人が現れ… 

東京の子／藤井太洋 

2023 年東京。パルクール･パフォーマ

ーを引退し、何でも屋として生計を立

てる舟津怜は、失踪したベトナム人、

ファムの捜索を依頼される。アフター

オリンピックの日本を描く。 

しあわせのパン／三島有紀子 

東京から北海道の洞爺湖の畔に移り

住み、小さなオーベルジュ式のパンカ

フェ「マーニ」を営む夫婦と、そこに

訪れる客たちとのふれあいを描く。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30   

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

 25 26 27 28 29 30 

 

○今月のテーマ○ 

９月 1１・２５日（土） 

「あっ！おつきさま！」 

①午前 11 時～ ②午後 2 時～ 

1 階おはなしコーナー 

9月 

新型コロナウイルス感染対策をしておはなし会を行っています。フェイス

シールドをつけて絵本を 1 冊読んでから、テーマごとに楽しい絵本や紙芝居

を紹介して借りてもらう新しい形です。自由参加です。 
 

※緊急事態宣言中は町民の方限定の開館となります。 
※新型コロナウイルスの影響で開館日が変更となる場合がございます。ご了承ください。 

    ＊本は１人５冊、カセットテープは１人２巻まで２週間借りられます。 

＊開館時間   午前１０：００～午後６：３０ 

＊休 館 日  毎週月曜日、図書整理日、年末年始 

余市町図書館 余市町入舟町４１３番地  

電話：（０１３５）２２－６１４１ FAX （０１３５）２３－７６６０ 

https://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp// 

利用案内 

10月 

24 
31 

９月２８日（火）～３０日（木）まで、 

図書館のコンピュータシステム更新のため臨時休

館させていただきます。なお、この期間は図書館

ホームページの閲覧、本の予約なども出来ませ

ん。休館に伴い、９月１４日(火)～２６日(日)ま

では１０冊貸出を行います。 

皆様には大変ご不便をおかけしますが、ご理解の

ほどよろしくお願い致します。 

１０月１日から、図書館のホームページもリニュ

ーアルされます！お楽しみにお待ちください！ 

  

９月９日は「重陽の節句」です。 

平安時代に中国から伝わった節句で、近
年ではあまり馴染みのない節句ですが、

菊を浮かべた酒を飲んだり、栗ご飯を食
べて無病息災を願ったそうですよ。 

『歳時を楽しむお料理１２か月』では、
行事ごとに由来や意味が解説され、歳時

を楽しむ料理アイデアが多数掲載されて
います。重陽の節句の料理も紹介されて

いますので、ぜひ読んでみてください。 

『歳時を楽しむお料理１２か月』  

小林珠仁男 

５９６コ 


